
 

 

 

    
平成平成平成平成 22229999 年第年第年第年第 2222 回定例会報告回定例会報告回定例会報告回定例会報告    

熊谷市政３期目のスタートにあたりにあたりにあたりにあたり、、、、公明党市議団公明党市議団公明党市議団公明党市議団をををを代表代表代表代表してしてしてして、、、、
近近近近藤藤藤藤ちずちずちずちず子議員子議員子議員子議員がががが市政運営市政運営市政運営市政運営のののの基本姿勢基本姿勢基本姿勢基本姿勢についてについてについてについて質問質問質問質問をををを行行行行いましたいましたいましたいました。。。。    

そのそのそのその一部一部一部一部をををを以下以下以下以下ごごごご報告報告報告報告しますしますしますします。。。。    
 
 

 
 
◎不妊症・不育症対策について 
●少子化の中で子育てをしたいと考え
⼤変な負担をされている市⺠への⽀援
こそ重要である。 
学校での⼈権教育を含め、不妊症・不育症
に対する施策の充実に向けた市⻑の⾒解を
問う。 
◎放課後の子ども達の健全育成に
ついて 
●市⺠要望の強い施策でありながら
放課後の子ども達への健全育成の取り
組みが遅れていることは残念。 
放課後児童健全育成の千葉市の⽅針を
明文化すべきと要望し、これまでの取り
組みを市⻑としてどのように評価し、こ
れからの取り組みを検討するのか問う。 
 
 
◎健康づくり施策について 
●健康づくりのためには疾病を予防
することが重要となる。タバコの受動
喫煙は科学的に有害が証明されている
⾏為であり、オリンピック･パラリンピ
ックを控え、まずは千葉市が実⾏でき
る受動喫煙対策に取り組むべき。市⻑
の考えを問う。 
◎介護予防施策･認知症対策について 
●効果的な取り組みがされていない
介護予防事業のこれまでの評価とこれ
からの事業の組み⽴てについて市⻑の
所⾒を問う。 
●増加が予測される認知症、及び、若年
性認知症への⽀援について、現在の課題
とこれからの取り組みについて市⻑の
所⾒を問う。 

    
    
    
●不妊症･不育症については、若い世代が性
について理解できるよう、具体的な健康課題
について指導に努めます。 
不妊症の助成制度については、平成 28 年に
制度の拡充を図りましたが、不育症も含め、
新たな助成制度について検討します。 
    
●子どもルーム､放課後子ども教室等､放課後
施策を総合的･計画的に展開するための指針
を平成 30 年度末までに策定します。 
放課後子ども教室への教育委員会の⽀援が不
⼗分であったこと、子どもルームの対象学年
の拡⼤等、これまでの放課後施策を総合的に
整理し、本市の全ての子ども達に最良の放課
後の居場所を提供できるよう取り組みます。 
 
 
●受動喫煙の防止対策については、重要かつ
喫緊の課題であると認識しています。特に
オリンピック・パラリンピックでは「おもて
なし」する責任を果たすべく、徹底した対策
に取り組みます。 
さらに、市⺠の命と子ども達の未来を守るた
め、タバコによる健康被害を可能な限り減ら
す取り組みをして参ります。 
 
●市が主催する介護予防教室は工夫が必要
であり、多くの市⺠が⾃分に合った介護予防
⼿法を選択できるよう、市⺠ニーズを重視し
た介護予防事業を組み⽴てて参ります。 
・認知症対策については、相談窓口の設置や
認知症サポーターの育成などに⼒を⼊れてき
ました。今後も引き続き認知症の啓発活動と共
に関係団体との連携強化にも努めて参ります。 

 

  

●市長答弁●    ●質問項目●    

超高齢化社会における諸施策について 

質問時間は 60 分！11 の視点から 43 項目にわたって 
公明党市議団の考える課題について要望を含め質問をしました!! 
市議会のホームページから録画中継でもごらんになれます。 

子育て支援策について・児童生徒の健全育成の施策について 
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子育て支援策について・児童生徒の健全育成の施策について 

超高齢化社会における諸施策について 



 

 
市政に関するご意見・ご要望を 
お聞かせ下さい      近藤 

TEL/ FAX   264TEL/ FAX   264TEL/ FAX   264TEL/ FAX   264----5956595659565956    
http://www.komei.or.jp/giin/chibacity/kondo_chizuko/ 

＜＜市政の相談＞＞ 

 
★千葉市空き家等の適正管理の為に、条例

の全部改正への取り組みが行われます。 

・「空家等対策協議会」が設置され、空地に

関する対策、空家等の活用の促進等が目的

に加えられます。 

・今年度、市内の空き家の実態調査が行わ

れ、千葉市の空き家対策が一歩前進します。

 
★家庭から排出される剪定枝の分別収集

が全市域で月 2 回実施されます。 

緑区は平成 29 年 9 月から開始です。 

 

 
★大規模自然災害に備え、迅速な復旧･

復興が可能な都市を目指し、「千葉市国

土強靭化地域計画」が策定されます。 

剪定枝の再資源化の推進 

国土強靭化地域計画の策定 空き家対策への取り組み強化 

 

 

「千葉市骨髄移植ドナー支援

事業助成金交付申請書」に

必要事項を添えて健康企画課

へ提出を！ 
 
助成額 1回の提供につき 

       100,000 円

 
★母子健康包括支援センターが区の保健

福祉センター内に設置されました。 

・出産前に登録の申請 ⇒ 登録証の発行 

・出産後に TEL ⇒ 利用承認通知書の発行 

★産後ケア 

 助産師による乳房マッサージ、沐浴、授乳

の実技指導、相談･助言を含め、休息ができ

る産後の支援体制が整います。 

 

 

胃がんと深い因果関係が判明しているピロリ菌検査を

試行実施するとともに、胃内視鏡検査を導入。 

★ピロリ菌検査の対象は 20･25･30･35～39 歳 

★胃内視鏡検査の対象は 50 歳以上（平成 29 年度は

偶数歳）で隔年の実施。 

★胃部のバリウム検査は対象を 40 歳以上とする。 

 
★高齢者の就労や、地域活動やボラ

ンティア等の社会参加ニーズに対応

するため、一元的な情報提供を行い、

社会参加を促す拠点として稲毛区内

にワンストップサービス窓口が設置

されます。 

骨髄ドナー助成制度の
創設 

妊娠･出産への包括支援の強化 

胃がん検診にピロリ菌抗体検査 

生涯現役応援センターの設置 

胃内視鏡検査を実施 

まずはまずはまずはまずは    
ドナードナードナードナー登録を登録を登録を登録を    

� 043-256-4510 
(8 月下旬より) 


